
令和３年度 学校運営協議会 第１回会議録抄 

日  時;令和３年７月８日（木）１８：００～ 、場  所;玉野市立玉野備南高等学校 会議室 

出席者；【委 員】大賀、金子、清本、角田、白髭、鶴田、的場、二宮、東 

             【事務局】三宅、細川、川鍋、山口 

 

１ 開 会 

 ・「玉野市学校運営協議会に関する規則」を基に、本会のねらいと協議事項の確認。 

 

２ 委嘱状交付 

・任期は５月１日から来年の４月３０日までを確認。 

 

３ 自己紹介 

・委員は学校の印象や関わりを話し、事務局員は分掌等を紹介。 

・岡山大学大学院の熊谷愼之輔教授がアドバイザーとして委員である旨を紹介。 

 

４ 会長・副会長の選出 

・会長には角田智広委員、副会長には金子賢二委員を選出。（これより司会は角田会長による） 

  

５ 学校紹介 

 ① キャリア教育について（山口）  

   ・コロナ禍の取組、社会で必要な力や卒業生の変容を紹介する写真やビデオによる説明。 

    （例）京都で庭師の仕事の様子を紹介・株式会社コンケンでの卒業生インタビュー 

 

 ② 特別支援教育・教育課程について（川鍋） 

   ・ユニバーサルデザインの授業づくり・通級指導の様子の説明。 

   ・教育課程では、本校の特色である「学び直し」・「キャリア基礎」の説明。 

  

 ③ 通級指導について（川鍋） 

   ・コミュニケーション力を高める指導例の体験演習。 

    （例）間違い探し（会話で伝える）・カタカナーシ（カタカナを使わない説明ゲーム） 

 

 ④ 学校経営目標・組織編成について（白髭） 

   ・「玉野市立高校在り方検討会議 意見書（H31）」を踏まえた学校経営目標の説明。 

   ・学校グランドデザインから生徒に身に付けさせたい「人間力」の説明。 

   ・組織編成等における現状と課題の説明。 

学校運営協議会の学校組織における位置付け。配慮を要する生徒が増加する中で多くの業務を少ない

教員でこなしている現状。高度な指導技術を継承していく難しさ。施設・設備の老朽化。学校図書館として

の機能回復を検討中。 

  

⑤ 学校経営の具体的計画・Ｒ２年度学校評価アンケートについて（細川） 

   ・各分掌からの計画の具体の概略と達成基準の説明。 

   ・学校評価アンケート結果の分析、下降した項目についてはコロナ禍による行事縮小が影響。 

 

 



⑥ 学校行事について（山口） 

   ・臥竜祭（文化の部・体育の部）の紹介。 

   ・本年度の修学旅行はコロナ対策を講じながら１０月末の実施予定。 

 

６ 協 議（概要） 

（１）教育目標及び経営方針に関すること 

  【委員 A】金銭教育についてどのように行っているのか。 

  （応答 A）「キャリア基礎」で、金銭教育が必要な生徒に対して実施している。 

  【委員 B】教員構成で何か問題はないのか。 

  （応答 B）教員の空き時間がほとんどない状態。夜間部があった時に比べ、できていたことができなくなって

きている。非常勤講師では、生徒との関わりが薄くなるので、常勤の者がカバーしている状態。 

  【委員 C】学校はきめ細かい指導をしている。必要な学校には教員を優先的に配置するべきではないか。 

  【委員D】教員定数は、法律によって生徒の定員等で決まっている。必要な場合は、非常勤講師で補う状態で

ある。 

  【委員 E】中学校でも教員が欲しいところである。非常勤講師も現状ではなり手がいない。 

  【委員 D】小・中・高とも教員が不足している状態、大きな課題である。 

  【委員Ｆ】きめ細かい対応をしている。目標方針は今の形で進めてもらえばよい。 

 

（２）教育課程の編成に関すること 

  【委員Ｅ】困り感のある生徒にとって学び直しができる教育課程は評価できる。 

 

（３）学校行事の計画に関すること 

  【委員Ｇ】生徒が我が社にインターンシップに来ているが、社会勉強のよい機会となっている。 

 

（４）組織編成に関すること 

【委員Ｈ】教員一人が３役も４役もしている。多機能の指導技術を持った教員が異動となれば、代替えはかな

り厳しい。人事異動を視野に入れた人材育成が急務である。 

  【委員Ｉ】教えてもらった先生が長く勤務しているから、（卒業後も）学校を訪ねることができる。 

  【委員Ｃ】学校見学では、備南のように多くのこと（頑張っている先生がいるか）を見て決めることが必要。 

  【委員Ｂ】子どもの特性もあるが、より特性を生かすには地域の関係機関との連携を進めるとよい。 

  【委員Ｉ】民間でも後継者の人材育成が課題である。出来るだけ無駄を省き簡単にできる方法をマニュアル化

していくことが必要。我が社では、二人（親方・弟子）一組で仕事をするようにしている。 

（５）その他 

  特になし。 

      （１）～（４）の議題は原案どおりに承認された。      

 

７ 事務連絡 

・今後の予定について 

学校運営協議会３回（７月、１１月、２月）、 文化祭、体育祭の実施予定（１０月１５日、１１月５日）。 

公開授業週間の開催予定（１１月２９日～１２月３日）、委員として本校の教育活動に参加を要請。 

 

８ 閉 会 

・閉会宣言  １９：３７終了。 


